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３．１．２ 歴史文書の収集分析に基づく地震活動の検討 

 

(1) 業務の内容 

 

(a) 業務題目 歴史文書の収集分析に基づく地震活動の検討 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

公益財団法人地震予知総合研究振興会 

公益財団法人地震予知総合研究振興会 

副主席主任研究員 

副主任研究員 

榎原 雅治 

水野 嶺 

 

(c) 業務の目的 

中央構造線断層帯の周縁に位置する四国・中国・九州地域で起きた地震活動を歴史史料か

ら抽出する。 

 

(d) 年度毎の実施業務の要約 

1) 令和５年度： 

中央構造線の周縁の活断層帯で起きた地震活動を歴史史料から抽出した。香川県域

の史料のほか、地震史料としては未調査の愛媛県宇和島市・大分県佐伯市・熊本県熊

本市の史料の調査に着手した。 

2) 令和６年度： 

中央構造線の周縁の活断層帯で起きた地震活動を歴史史料から抽出した。愛媛県西

条市の史料のほか、地震史料としては未調査の愛媛県宇和島市・大分県佐伯市・熊本

県熊本市・阿蘇市などの史料の調査を進めた。 

3) 令和７年度： 

中央構造線の周縁の活断層帯で起きた地震活動を歴史史料から抽出する。広島県

域の史料のほか、地震史料としては未調査の愛媛県宇和島市・大分県佐伯市・熊本県

熊本市などの史料の調査を継続する。 

  

(2) 令和６年度の成果 

 

(a) 業務の要約 

中央構造線の周辺に位置する四国・九州地域の近世の日記史料を主たる対象として、機

器による地震観測が開始される以前の有感地震情報を収集した。日記史料を対象としたの

は、同一地点での有感地震が、同一人物によって記録されており、有感地震の長期的な変

動状況を均質な基準で把握できる可能性が高いためである。また被害を出した大きな地震

だけでなく、中小の地震についても把握できる可能性がある。 

本年度は愛媛県小松藩・宇和島藩・大分県佐伯藩の公用日記、および熊本県熊本藩と阿

蘇地域の寺院の日記を調査し、『増訂大日本地震史料』（震災予防評議会、1975-1976）、『新

収日本地震史料』(東京大学地震研究所、1981-1994)に未収録の地震情報を収集した。また
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近世後期の地震発生状況の調査地点ごとの時間的な推移を調査し、1853～1854 年の阿蘇の

火山活動と地震の時系列的な関係、18～19 世紀における伊予小松（現在の愛媛県西条市）

で感知された地震について検討した。また 1596 年９月１日の慶長伊予地震の発生時刻に

ついて検討した。 

 

(b) 業務の成果 

1) 西条市小松温芳図書館所蔵「小松藩会所日記」享保元年（1716)～寛政 12 年（1800）、

文化６年（1808）～万延元年（1860）、同館所蔵「高鴨神社神主日次記録」文政２年（1819）

～明治 10 年（1877）を部分調査した（表１）。 

 

 

 

 

2) 宇和島伊達文化保存会所蔵「宇和島伊達家文書」のうち各種藩日記の天和年間（1681

～1684）、宝永７年（1710）～享保 12 年（1722）、文化２年（1805）～同４年（1807）、嘉

永１年（1848）～嘉永６年（1853）を部分調査した。 

 

3) 佐伯市歴史資料館所蔵の「佐伯藩政資料」のうち「郡方町方日記」延享２年（1745）

～安永３年（1774）を調査した。 

 

4) 熊本大学寄託「永青文庫史料」のうち「機密間日記」宝暦 7 年（1757）～同 14 年

（1764）、天保２年（1831）～14 年（1843）、「阿蘇宮司家文書」のうち「宮司日記」天保６

年（1835）～同８年（1837）、「西巌殿寺文書」のうち「学頭日記」元文４年（1739）、延享

２～３年（1745・1746）、宝暦３年（1753）を調査した。また熊本博物館所蔵「城野家文書」

のうち「城野静軒日記」弘化２年（1845）～明治５年（1872）を調査した。 

 

5) 上記史料については各所蔵機関において調査し、それぞれ既刊の地震史料集に未収
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録の地震に関する情報を収集することができた。出張期間中に判読・記録できる量には限

りがあるため、史料撮影専門の業者による撮影を行い、出張終了後に撮影データによって

調査を行った。 

 

6) 1596 年９月１日の慶長伊予地震を記録した「薬師寺大般若経第十七巻奥書」「小松邑

誌」、および同日の慶長豊後地震・津波を記録した「由原宮年代略記」「三浦家文書」「東槎

録」によって二つの地震の発生時刻を再検討した。（図１、図２）） 

 

 

 

榎原雅治「文禄五年豊後地

震に関する文献史学から

の検討」より 
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(c) 結論ならびに今後の課題 

1) 1853 年９月～1854 年５月にかけて阿蘇地域固有の地震が感知されている。1854 年２

月～４月には阿蘇山で噴湯、降灰があるので、これは火山性の地震動と推定される。1854

年夏には降灰による不作となっているので降灰は夏ごろまで続いたらしい。11 月にも阿蘇

固有の地震が感知されている。なお、翌月には安政南海地震が発生している。 

2) 中央構造線に近い伊予小松藩会所日記の 1716 年から 1860 年の伊予小松藩の会所日

記の大半の調査を行った結果、地震記事のある日数は 1854 年の安政大地震以前 29 日、以

後 86 日であった。1854 年以前の記事において、地震被害を記録した記事は見つからなか

った。若干の未調査期間があり、次年度に調査の予定である。17 世紀の日記史料は小松に

は存在しないが、次年度は可能な限り周辺地域での調査を行う。 

3) 1822 年４月 14日と 1823 年６月９日には、小松だけで記録された地震が見つかった。

被害の生じない小さな地震であるが、次年度はこの日を意識した調査を周辺地域で実施す

る。 

4) 愛媛県の中央構造線周辺において大規模な被害をともなう直近の地震は、現時点で

は 1596 年９月１日の慶長伊予地震である。地震発生時刻を再検討した結果、午後７時過ぎ

で、これは豊後地震にやや遅れると考えることができる。各地で記録された地震感知の時

刻、被害の生じた地域の絞り込みについては、次年度さらに検討する。 

 

 

(d) 引用文献 

榎原雅治，文禄五年豊後地震に関する文献史学からの検討，日本歴史，865，18-36，2020． 

 


